
鱒
弥
生
▼
福
岡
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
宰
府
ア
ー
ト
の
た
ね

九
州
労

働
金
庫
労
働
組
合
本
部
支
部
融
資
分
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
あ
し
た

ば
▼
鹿
児
島
県

東
正
子
▼
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

東
京
農
工
大
学
水

環
境
保
全
学
研
究
室
▼
無
記
名
＝
22
件

▼
北
海
道

佐
藤
玲

舘
岡
隆
・
直

人
▼
岩
手
県

相
馬
さ
ち
子

高
橋

清
子
▼
宮
城
県

品
川
好
恵
▼
茨
城

県

飯
塚
陽
子

髙
藤
恵
子

つ
く
ば
市
立
春
日
学
園
福
祉
委
員
会
▼

群
馬
県

関
ま
さ
か
ず
▼
埼
玉
県

北
原
節
子

坂
戸
市
立
千
代
田
小

学
校

髙
橋
玲
子

田
島
淑
江

谷
丸
恵
美
子

藪
陽
一
▼
千
葉
県

朝
日
奈
隆
子

日
豊
興
産
㈱
千
葉
事
業
所
▼
東
京
都

Ａ
Ｓ
Ａ
南
大
沢

青
木
美
恵
子

瓜
谷
静
子

㈱
塩
崎
ビ
ル

河
野
裕
子

島
田
ま
り

ジ
ュ
ー
サ
ー
バ
ー
東
武
池
袋

女
子
パ
ウ
ロ
会

白
井
み
ゆ
き

竹

下
愛
美

寺
田
真
人

鳥
居
薬
品
㈱

成
田
妙
子

安
富
歩

ヤ
マ
ト

オ
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
㈱
▼
神
奈
川
県

後
藤
八
穂
子

髙
橋
三
津
子

椿

典
子

森
新
一
郎

安
井
ふ
み
子
▼
新
潟
県

大
泉
洋
子
▼
富
山
県

樋
口
裕
一
▼
山
梨
県

堀
口
香
代
子
▼
長
野
県

塚
田
康
子
▼
岐
阜
県

河
合
雅
也
▼
静
岡
県

長
津
順
子
▼
愛
知
県

冨
板
昭
宏

名
古
屋

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

長
谷
川
優

初
鹿
野
智
香
子

吉
村
千
鶴
▼
三
重
県

岡
田
夏
海

阪
口
敏
子

杉
野
恭
子

山
森
房
子
▼
滋
賀
県

小
林

圭
子
▼
大
阪
府

植
村
知
里

大
西
祐
子

岡
崎
嘉
子

ジ
ブ
ラ
ル
タ

生
命
保
険
㈱

檀
浦
澄
江

日
本
シ
ス
テ
ム
技
術
㈱

猫
石
直
子

人

見
▼
兵
庫
県

石
黒
琢
一
郎

長
谷
川
美
枝

前
川
治
哉
▼
島
根
県

塩
田
美
代
子
▼
岡
山
県

楠
木
良
子
▼
徳
島
県

小
谷
裕
子
▼
福
岡
県

㈱
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
九
州
支
店
▼
長
崎
県

久
保
山
繁
樹
▼
熊
本
県

大

井
▼
大
分
県

上
坂
美
智
代
▼
鹿
児
島
県

鹿
児
島
県
立
明
桜
館
高
等

学
校
▼
山
本
も
と
子

市
川
和
代

瓜
田
和
美

岡
崎
宏
子

霞
ヶ
浦

学
園

㈱
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

北
島
文
子

千
葉
静
江

弘
澤
英
亮
▼
無
記

名
＝
22
件
●
一
般
寄
付

香
川
県
宇
多
津
町

湖
崎
清
治

３
千
円

▼
高
知
県

板
東
史
郎
▼
福
岡
県

宇
多
純
子

北
九
州
市
立
東
朽
網

小
学
校

坪
内
み
え

秦
絹
子
▼
佐
賀
県

小
野
尾
つ
ま
し
▼
長
崎
県

尾
山
美
樹
▼
大
分
県

石
堂
泰
史

㈱
大
分
住
器

原
田
郁
代
▼
鹿

児
島
県

瀬
戸
▼
野
沢
ひ
で
み
▼
無
記
名
＝
19
件

４
月
21
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

赤
間
直
子

一
般
社
団

法
人
日
本
血
液
製
剤
機
構
千
歳
工
場

坂
上
美
裕
己
▼
宮
城
県

ま
ま
ふ

あ
会
▼
茨
城
県

吉
田
真
美

和
田
紀
子
▼
栃
木
県

赤
羽
根
正
子

橋
本
節
子
▼
群
馬
県

平
松
阿
佐
美
▼
埼
玉
県

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
会

野
原
知
子

渡
部
▼
千
葉
県

片
貝
こ
ず
枝

小

泉
さ
な
え

関
田
元
子
▼
東
京
都

Ａ
Ｓ
Ａ
元
八
王
子

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の

愛
を
さ
さ
や
く

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

東
北
か
け
は
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
寄
贈
者
の
皆
さ
ま

㈱
ナ
ッ
ク

白
鳥

う
ら
ら

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
㈱

田
口
薫

多
摩
南
部
朝
日

会

東
京
都
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

東
京
ド
ロ
ウ
イ
ン
グ
㈱

特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
田
教
育
支
援
の
会

富
岡
栄
子

日
本
基

督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

福
永
美
紀

山
澤
恭
江
他

山
田
健
人

リ
コ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ
二
俣
川

板
橋
正

恵

伊
東
孝
子

柿
沼
恵
子

相
模
原
市
緑
区
役
所

全
富
士
通
労
働

組
合
連
合
会

全
富
士
通
労
働
組
合
連
合
会

牧
田
知
与

間
瀬
晃
辰

真
道
典
子
▼
富
山
県

細
田
由
喜
美
▼
山
梨
県

い
ま
む
ら
さ
つ
き

片
柳
和
幸

吉
田
博
▼
長
野
県

木
祖
村
立
木
祖
小
学
校

関
菜
緒

美
▼
岐
阜
県

ま
つ
ぼ
っ
く
ら
ぶ
▼
静
岡
県

安
達
ま
り
の

掛
川
市

社
会
福
祉
協
議
会
収
集
物
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
金
の
砂
」

静
岡
県

立
新
居
高
等
学
校
▼
愛
知
県

岡
谷
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

千
種
区
在

住
有
志
▼
三
重
県

伊
勢
市
立
五
十
鈴
中
学
校
人
権
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

桑
名
市
立
大
山
田
南
小
学
校
▼
滋
賀
県

井
上
史
子

堀
川
健
▼
京

都
府

岩
井
み
ち
る

小
嶋
智
穂
▼
大
阪
府

川
崎
清
美

キ
ヤ
ノ
ン

シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
㈱
大
阪
中
央
営
業
部
大
阪
中
央
営
業
所

高
橋
治
子

西
日
本
高
速
道
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
西
㈱

溝
川
貴

志

読
売
セ
ン
タ
ー
交
野
南
▼
兵
庫
県

青
野
薫

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

兵
庫
県
第
21
団

田
中
則
子
▼
岡
山
県

水
原
千
代
美
▼
広
島
県

田

尻
瑞
穂

藤
田
輝
子
▼
山
口
県

上
野
千
枝
子

山
本
昌
子
▼
愛
媛
県

▼
栃
木
県

大
和
リ
ー
ス
㈱
栃
木
二
宮
営
業
所
▼
群
馬
県

前
橋
市
立

大
胡
東
小
学
校
▼
埼
玉
県

Ａ
Ｓ
Ａ
戸
田
東
部

い
る
ま
野
農
業
協
同

組
合
組
合
組
織
部
生
活
福
祉
課

荻
原
か
お
る

木
島
和
嘉
子

葛
西

栞

べ
こ
っ
こ
▼
千
葉
県

藍
場
英
光

内
山

小
川
妙
子

玉
山
順

子

宮
澤
恭
子

宮
本
和
彦

山
口
美
樹
▼
東
京
都

石
田
登
美
子

石
渡
絢
子

伊
藤
雅
美

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
金
融

･

社
会
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
事
業
グ
ル
ー
プ
一
同

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
㈱
多
摩
料
金
セ
ン
タ
ー

㈱
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ス
タ
ッ
フ

寺
田

真
人

寺
輪
美
紀
子

東
京
税
理
士
会
世
田
谷
支
部

中
村
栄
子

日

本
航
空
乗
員
組
合

牧
野
礼
子

松
坂
博
之

三
井
住
友
海
上
火
災
保

険
㈱
企
業
品
質
管
理
部

三
菱
総
研
Ｄ
Ｃ
Ｓ
㈱

㈱
メ
デ
ィ
オ
テ
ッ
ク

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱
輸
出
通
関
セ
ン
タ
ー

横
田
和
英

吉
野

千
鶴
子
▼
神
奈
川
県

朝
日
新
聞
藤
沢
中
央
店

医
療
法
人
社
団
湘
南

シ
ル
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
湘
南
長
寿
園
病
院
栄
養
室

鎌
倉
女
子
大
学
初
等

部

河
西
幸
子

鈴
木
由
紀

田
村
泰
子

東
芝
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

㈱
原
子
力
調
達
部

柳
下
和
子
▼
新
潟
県

小
林
麻
央

胎
内
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

宮
川
昇
一
▼
石
川
県

山

下
由
久
栄
▼
福
井
県

坂
井
市
商
工
会
女
性
部
▼
岐
阜
県

大
形
佳
弘

▼
静
岡
県

久
保
田
加
代
子

庄
子
美
知
子

和
田
真
穂
▼
愛
知
県

倉
田
芳
恵

㈱
コ
ス
モ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｊ
Ｐ
労
組
名
古
屋
貯

金
支
部

竹
入
製
作
所
㈱

長
江
三
奈
子

深
谷
幸
弘

三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
㈱
中
部
総
務
部
会
計
２
チ
ー
ム

三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
㈱
稲
沢
事
業
所
電
気
シ
ス
テ
ム
開
発
課
一
同

三
菱
化
学
㈱
中

部
支
社

三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
名
古
屋
事
務
所
イ
ン
バ
ー

タ
技
術
課
一
同

横
井
里
沙
▼
三
重
県

皇
學
館
中
学
校

子
育
て
支

援
み
ど
り
の
そ
の
▼
滋
賀
県

髙
橋

光
泉
中
学
・
高
等
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
好
会
▼
京
都
府

相
原
好
子

紙
芝
居
「
こ
と
わ
」
▼
大
阪

府

上
田
静
子

大
西
祐
子

川
前
紀
尚

指
野
和
代

ジ
ブ
ラ
ル
タ

生
命
保
険
㈱
な
ん
ば
支
社

大
同
生
命
保
険
㈱
大
同
生
命
社
会
貢
献
の

会

谷
野
恵
子

中
村
清
美

西
村
ゆ
り
か
▼
兵
庫
県

工
藤
豊
子

冨
田
広
美

兵
庫
県
立
但
馬
農
業
高
等
学
校

平
野
ミ
ド
リ
▼
奈
良
県

堀
田
幸
代

森
脇
宏
子

吉
岡
恵
理
▼
鳥
取
県

福
田
和
枝
▼
岡
山

県

浦
上
進
事
務
所

鳥
越
多
美
子
▼
広
島
県

門
脇
ミ
ツ
子
▼
香
川

県

高
松
短
期
大
学
秘
書
科

内
藤
真
由
美
▼
愛
媛
県

坂
本
真
奈
実

Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱

髙
木
朱
実

高
橋
明
美
▼
静
岡
県

勝
又

恭
子

南
富
士
病
院
デ
イ
ケ
ア
▼
愛
知
県

社
会
福
祉
法
人
稲
沢
市
社

会
福
祉
協
議
会

エ
イ
セ
ブ
プ
ラ
ス
㈱

田
中
里
美

知
立
市
立
来
迎

寺
小
学
校
４
年
生

美
浜
町
立
河
和
中
学
校
▼
三
重
県

㈲
Ｋ
＆
Ｄ
▼

滋
賀
県

川
﨑
ま
ち
子
▼
京
都
府

浅
井
潤

杉
本
昌
子

野
田
美
奈

子
▼
大
阪
府

㈱
エ
ヌ･

テ
ィ･

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
ボ
イ
ス

メ
デ
ィ
ア
事
業
部
一
同
▼
兵
庫
県

Ｊ
Ａ
兵
庫
南
ふ
れ
あ
い
広
報
部

神
戸
市
立
灘
小
学
校
▼
奈
良
県

安
達
智
子

宮
崎
新
嗣
▼
和
歌
山
県

辻
友
香
子
▼
岡
山
県

岡
山
市
立
富
山
小
学
校

土
田
仁
美

藤
原

玲
子
▼
山
口
県

米
本
遥
▼
愛
媛
県

四
国
中
央
市
立
新
宮
公
民
館
▼

福
岡
県

朝
日
新
聞
古
野
新
聞
舗

阿
部
信
志

北
九
州
市
立
筒
井
小

学
校

九
州
労
金
労
組
福
岡
支
部
直
方
分

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
品

質
管
理
部
監
査
課
Ｈ
６
３
１
組

根
井
久
美
子

野
口
章
子

福
岡
市

立
香
陵
小
学
校
▼
佐
賀
県

朝
日
小
学
校

馬
場
裕
子
▼
長
崎
県

九

州
労
金
労
組
北
松
分
会
▼
熊
本
県

Ａ
Ｓ
Ａ
大
津
▼
大
分
県

朝
日
新

聞
大
分
販
売
㈱

院
内
中
部
小
学
校

九
州
労
金
労
組
大
分
分
会

九

州
労
金
労
組
大
分
県
庁
分
会
▼
宮
崎
県

九
州
労
働
金
庫
労
働
組
合
宮

崎
支
部

都
城
市
立
木
之
川
内
小
学
校
▼
鹿
児
島
県

大
山
朋
子

か

ご
し
ま
水
族
館

社
会
福
祉
法
人
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
樋
脇

支
所

全
労
済
労
働
組
合
西
日
本
総
支
部

森
永
敏
江
▼
㈱
エ
コ
ワ
ス

プ
ラ
ン
ト

大
谷
清
運
㈱

オ
キ
ノ

加
藤
商
事
㈱

九
州
労
働
金
庫

鹿
児
島
南
支
店

九
州
労
働
金
庫
労
働
組
合
北
九
州
東
分
会

九
大
・

農
・
７
号
館

㈱
ク
マ
ク
ラ

㈱
ク
リ
エ
イ
ト

㈱
黒
姫

㈲
小
作
物

産

㈱
三
凌
商
事

Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
㈱

㈲
ス
リ
ー
シ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

高
俊
興
業
㈱

東
京
ト
リ
ム
テ
ッ
ク
㈱

㈱
ト
ー
ホ
ー
ク
リ
ー
ン

中
野
運
輸
㈱

成
友
興
業
㈱

㈱
長
谷
川
商
店

㈲
八
栄
興
業

㈱
ハ

チ
オ
ウ

日
盛
運
輸
㈱

㈱
フ
ジ
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

松
田
産
業
㈱

㈲
松
本
興
業

武
蔵
野
土
木
工
業
㈱

㈱
メ
ッ
ド
ト
ラ
ス
ト
東
京

リ
サ
イ
デ
ィ
ア
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
▼
無
記
名
＝
６
件

▼
北
海
道

舘
岡
隆
・
直
人
▼
岩
手

県

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
診
療
放

射
線
技
師
会
▼
宮
城
県

大
森
み
ど

り

丹
治
美
佳
▼
秋
田
県

小
野
真
理
子
▼
山
形
県

高
橋
真
枝
▼
福

島
県

大
竹
純
子
▼
茨
城
県

伊
藤
千
鶴
子

御
鍵
晴
子

酒
井
政
枝

３
月
21
日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

新
得
町
立
屈
足
南
小
学

校

中
村
和
子

羽
島
由
美

美
唄

消
費
者
協
会
▼
青
森
県

青
森
県
社

会
福
祉
協
議
会
青
森
県
善
意
銀
行
▼
岩
手
県

明
治
安
田
生
命
労
働
組

合
盛
岡
支
部
▼
宮
城
県

カ
ト
リ
ッ
ク
あ
け
の
星
会

匿
名
希
望
▼
秋

田
県

北
光
金
属
工
業
㈱
▼
山
形
県

櫛
引
東
小
学
校

山
形
市
立
第

六
中
学
校

米
沢
市
立
窪
田
小
学
校
▼
茨
城
県

神
栖
市
社
会
福
祉
協

議
会

島
野
奈
緒
美

下
館
市
立
大
田
小
学
校
６
年
４
組
一
同
▼
埼
玉

県

㈲
Ａ
Ｓ
Ａ
北
秋
津

折
原
理
恵
子

片
柳
冬
子

ハ
イ
セ
レ
サ
川

口
ウ
イ
ン
ド
フ
ロ
ウ
住
民
一
同

ふ
じ
み
野
市
立
葦
原
中
学
校

山
本

綾
子
▼
千
葉
県

石
塚
清
貴

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

菅
谷
ゆ

か
り

関
田
元
子

髙
橋
知
子

早
坂
亜
樹
子

船
橋
市
立
若
松
小
学

校
有
志
一
同

松
本
清
子

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
本
清
美

▼
東
京
都

麻
布
小
学
校

味
の
中
華
綿
徳

足
立
区
立
竹
の
塚
中
学

校

阿
部
秀
一

池
ノ
上
直
子

一
貫
道
天
慈
壇

井
上
直
子

岩
﨑

陽
子

江
戸
川
区
立
鹿
骨
小
学
校

川
上
洋
一

佐
藤
美
由
紀

佐
藤

靖
子

三
瓶
和
子

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛
を
さ
さ
や
く

杉
並
区
立
井
荻
小

学
校

杉
並
区
立
富
士
見
丘
中
学
校

鈴
木
美
幸

住
友
不
動
産
建
物

サ
ー
ビ
ス
㈱

園
田
靖
子

津
村
友
佳
子

一
般
社
団
法
人
東
京
都
産

業
廃
棄
物
協
会

日
本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

日
本
大
学
第
二

中
学
校

日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
㈱

練
馬
区
立
光
が
丘
春
の
風
小
学
校

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
一
同

㈱

ミ
ル
ッ
ク
ス
安
全
環
境
部

む
さ
し
の
学
園
小
学
校

森
永
製
菓
㈱

山
崎
郁
子

早
稲
田
中
学
校
▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ
二
俣
川

川
口
和

男

坂
巻
順
子

谷
城
文
康

新
村
美
津
子

西
山
優
香
▼
長
野
県

高
森
町
立
高
森
南
小
学
校
平
成
26
年
度
卒
業
生
▼
岐
阜
県

岐
阜
県
Ｊ

『
絵
本
で
学
ぶ
イ
ス
ラ
ー
ム
の
暮
ら
し


(

松

原
直
美
・
文
、
佐
竹
美
保
・
絵
、
あ
す
な
ろ

書
房
）

国
内
で
も

時
折
頭
に
ス

カ
ー
フ
を
巻

い
た
イ
ス
ラ

ム
圏
の
女
性

の
姿
を
み
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
わ

た
し
た
ち
に
は
未
知
の
国
々
で
し
ょ
う
。
一

方
で
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
テ
ロ
や
紛
争
な
ど
、

暗
い
話
題
と
結
び
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
多
い
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
。
こ
の
絵
本
で

は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ド
バ
イ
に
住
む

歳

の
少
年
ア
フ
マ
ド
の
日
々
を
追
い
な
が
ら
、

イ
ス
ラ
ム
の
人
々
の
生
活
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
ど
ん
な
時
に
民
族
衣
装
を
着
け
る
の

か
、
父
親
と
一
緒
の
モ
ス
ク
で
の
祈
り
、
姉

さ
ん
の
ア
ー
イ
シ
ャ
の
勉
強
ぶ
り
、
そ
し
て

ア
フ
マ
ド
が
初
め
て
本
格
的
に
挑
戦
す
る
断

食
の
こ
と
な
ど
、
独
特
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

そ
こ
に
流
れ
る
家
族
へ
の
思
い
な
ど
は
、
わ

た
し
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
理
解
へ
の
入
口
と

し
て
、
貴
重
な
一
冊
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
高
学
年
・
中
学
生
以
上
向
き
、
１
２
０
０

円
＋
税
）

『
ひ
か
り
あ
つ
め
て
―
こ
と
ば
の
力
で
い
じ

め
を
超
え
る
！
』
（
杉
本
深
由
起
・
詩
、
小

学
館
）

詩
集
と
い

う
か
、
詩
で

組
み
立
て
ら

れ
た
物
語
と

い
う
か
、
全

体
が
４
章
、

39
編
の
詩
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
人

公
と
い
う
か
詩
の
語
り
手
と
も
い
う
べ
き
中

学
生
の
「
わ
た
し
」
が
、
親
の
離
婚
に
よ
る

引
っ
越
し
で
、
新
し
い
学
校
に
転
校
し
て
き

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
詩
な
の
で
紹

介
が
難
し
い
の
で
す
が
、
後
書
き
の
「
詩

は
、
視
点
を
変
え
な
け
れ
ば
つ
く
れ
ま
せ

ん
。
視
点
を
ち
ょ
っ
と
横
に
ず
ら
し
た
り
、

ガ
ラ
リ
と
反
転
さ
せ
た
り
し
て
、
い
つ
も
な

ん
と
か
生
き
の
び
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ
の
詩
集
の
あ
り
よ

う
を
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
人
で
は
も
ち
ろ
ん
、
何
人
か
で
読
み
合
い

た
い
詩
集
で
し
た
。
（
中
学
生
以
上
向
き
、

１
４
０
０
円
＋
税
）

『
風
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

ぼ
く
ら
の
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
』
（
加
部
鈴
子
・
作
、
小
林

系
・
装
画
、
岩
崎
書
店
）

中
学
１
年

生

の

涼

太

は
、
誕
生
日

に
父
親
か
ら

ロ
ー
ド
バ
イ

ク
を
贈
ら
れ

ま
す
。
医
師
で
あ
る
父
は
仕
事
で
病
院
の
寮

に
泊
ま
る
こ
と
が
多
く
、
涼
太
と
は
ほ
と
ん

ど
会
話
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
父
の
唯
一
の

趣
味
が
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な
の
で
す
が
、
涼
太

は
そ
ん
な
父
の
一
方
的
な
や
り
方
に
反
発
を

覚
え
ま
す
。
し
か
し
、
成
り
行
き
で
父
と
一

緒
に
山
登
り
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
第
１

章
は
山
内
涼
太
の
物
語
。
そ
し
て
第
２
章

は
、
や
は
り
父
親
と
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
出
て

い
る
中
学
生
・
近
藤
あ
ゆ
の
物
語
に
な
り
ま

す
。
あ
ゆ
は
、
か
つ
て
涼
太
の
父
の
患
者
だ

っ
た
の
で
す
。
と
い
う
ふ
う
に
、
物
語
は
オ

ム
ニ
バ
ス
風
に
展
開
し
、

後
に
再
び
涼
太

の
物
語
と
な
り
ま
す
。
父
と
子
と
い
う
関
係

性
を
軸
に
し
な
が
ら
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
か
ら

浮
か
び
上
が
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
像
に
心
を

打
た
れ
ま
す
。
（
高
学
年
・
中
学
生
向
き
、

１
３
０
０
円
＋
税
）

『
野
馬
追
の
少
年
、
震
災
を
こ
え
て
』
（
井

上
こ
み
ち
・
著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）南

相
馬
市

の
６
年
生
だ

っ
た
西
駿
斗

君
の
家
は
、

古
く
か
ら
伝

わ
る
「
相
馬

野
馬
追
」
の
中
心
的
な
役
柄
を
務
め
、
駿
斗

君
も
祖
父
や
父
と
共
に
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
武

者
姿
で
行
列
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
毎
年
７
月
に
開
か
れ
て
き
た
こ
の
行
事

も
、
原
発
事
故
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
西
家
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
地

方
の
人
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
つ
ら
い
こ
と

で
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
中
で
、
そ
れ
ま

で
必
ず
し
も
野
馬
追
に
積
極
的
で
は
な
か
っ

た
駿
斗
君
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

駿
斗
君
の
そ
の
後
や
、
放
棄
さ
れ
た
飼
育
動

物
を
助
け
る
被
災
地
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
か
け
が
え
の
な
い
日
常
を
奪
わ
れ
た
人

た
ち
の
歩
み
が
ず
っ
し
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
（
高
学
年
・
中
学
生
以
上
向
き
、
１
４

０
０
円
＋
税
）

き
、
１
１
０
０
円
＋
税
）

『
フ
ラ
フ
ラ
デ
イ
ズ
』
（
森
川
成
美
・
作
、

つ
じ
む
ら
あ
ゆ
こ
・
絵
、
文
研
出
版
）

フ
ラ
ダ
ン

ス
に
凝
っ
て

い
る
雅
の
お

ば

あ

ち

ゃ

ん
。
そ
れ
が

高
じ
て
グ
ル

ー
プ
で
ハ
ワ
イ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
春
休

み
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
で
忙
し
い
両
親
か

ら
、
雅
も
同
行
し
た
ら
と
勧
め
ら
れ
ま
す
。

渋
る
雅
で
し
た
が
、
結
局
ハ
ワ
イ
に
向
か
う

こ
と
に
。
と
こ
ろ
が
リ
ハ
ー
サ
ル
会
場
か
ら

宿
舎
に
戻
ろ
う
と
し
た
時
、
手
違
い
で
別
の

迎
え
の
車
に
乗
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
車

が
迎
え
に
来
た
の
も
、
同
じ
「
マ
サ
・
タ
カ

ー
タ
」
だ
っ
た
の
で
す
。
も
う
一
人
の
マ
サ

は
、
日
系
５
世
の
子
で
、
雅
は
そ
こ
か
ら
日

本
と
ハ
ワ
イ
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
に
目
を

開
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
冒
険
物
語

の
テ
イ
ス
ト
も
感
じ
さ
せ
つ
つ
、
日
本
の
近

代
史
の
一
側
面
を
学
ば
せ
て
く
れ
る
物
語
で

す
。
（
中
・
高
学
年
向
き
、
１
３
０
０
円
＋

税
）

『
か
き
氷

天
然
氷
を
つ
く
る
』
（
細
島
雅

代
・
写
真
、
伊
地
知
英
信
・
文
、
岩
崎
書

店
）

こ
れ
か
ら

か
き
氷
の
季

節
で
す
が
、

天
然
氷
を
作

る
氷
屋
さ
ん

は
、
今
で
は

全
国
で
も
数
軒
。
そ
の
う
ち
の
一
軒
が
埼
玉

県
の
長
瀞
（
な
が
と
ろ
）
に
あ
り
ま
す
。
11

月
、
広
い
氷
池
に
水
を
引
き
こ
み
、
そ
こ
か

ら
自
然
と
の
格
闘
が
始
ま
り
ま
す
。
気
温
が

０
度
以
下
に
な
れ
ば
氷
は
毎
日
５
ミ
リ
ず
つ

成
長
し
、
０
度
を
超
え
る
と
５
ミ
リ
ず
つ
融

け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
氷
の
上
に
雪
が
降

る
と
氷
は
白
く
、
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
な
が
ら
、
切
り
出
し

の
日
を
決
め
る
の
で
す
。


年
に
及
ぶ
取
材
か
ら
選
ば
れ
た
写
真

が
、
天
然
氷
の
魅
力
と
そ
の
仕
事
の
大
変
さ

を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

（
中
学
年
以
上
向
き
、
１
６
０
０
円
＋
税
）

◇

こ
こ
か
ら
は
、
高
学
年
お
よ
び
中
学
生
以

上
が
対
象
の
本
で
す
。

ち
』
（
田
島
征
三
作
、
偕
成
社
）

第
１
作
の

『
や
ぎ
の
し

ず
か
』
が
出

版
さ
れ
た
の

が
１
９
７
５

年

で

す

か

ら
、
今
年
で

年
、
シ
リ
ー
ズ
９
作
目
の
絵

本
で
す
。
こ
の
独
特
な
作
品
世
界
を
ス
ト
ー

リ
ー
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、

川
に
水
を
飲
み
に
や
っ
て
き
た
し
ず
か
に
、

ナ
マ
ズ
が
「
し
ん
み
り
す
る
う
た
を
う
た
っ

て
あ
げ
よ
う
」
と
い
い
ま
す
が
、
あ
ぶ
く
の

音
だ
け
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に

聞
こ
え
て
き
た
セ
ミ
の
声
で
す
が
、
そ
の
セ

ミ
も
木
か
ら
落
ち
て
、
ア
リ
た
ち
に
運
ば
れ

て
い
き
ま
す
。
開
き
か
け
た
花
を
パ
ク
リ
と

食
べ
た
し
ず
か
は
、
咲
く
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
花
を
思
い
ま
す
。
哲
学
す
る
し
ず
か
の

世
界
が
、
じ
わ
じ
わ
と
胸
に
沁
み
て
き
ま

す
。
（
低
学
年
以
上
向
き
、
１
３
０
０
円
＋

税
）

◇

次
は
、
中
か
ら
高
学
年
向
き
。

『
あ
ま
ー
い
お
か
し
に
ご
妖
怪
？
』
（
廣
田

衣
世
・
作
、
佐
藤
真
紀
子
・
絵
、
あ
か
ね
書

房
）

八

太

郎

は
、
山
陰
地

方
で
２
０
０

年
以
上
続
く

和
菓
子
屋
の

８
代
目
。
４

年
生
な
が
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
和
菓
子
作
り

の
下
準
備
や
配
達
に
駆
り
出
さ
れ
ま
す
。

「
い
い
も
の
は
手
間
ひ
ま
か
け
に
ゃ
」
が
口

癖
な
父
ち
ゃ
ん
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス
の
じ
い
ち

ゃ
ん
は
「
あ
と
も
う
一
つ
」
と
謎
め
い
た
こ

と
を
い
い
な
が
ら
、
ど
ん
な
に
忙
し
い
時
で

も
仕
事
場
の
お
浄
め
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
配

達
先
で
不
思
議
な
も
の
に
助
け
ら
れ
た
夜
、

工
房
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
音
に
起
き
出
し
た

八
太
郎
は
、
２
０
０
年
前
か
ら
こ
こ
を
守
っ

て
い
る
と
い
う
小
豆
と
ぎ
に
出
会
い
ま
す
。

お
な
じ
み
の
妖
怪
た
ち
が
続
々
と
登
場
し

て
、
老
舗
の
家
に
生
ま
れ
た
八
太
郎
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま
す
。
（
中
・
高
学
年
向

の
下
に
あ
り
、
空
に
浮
か
ぶ
雲
の
綿
菓
子
を

み
ん
な
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
…
と
い
う
よ
う

に
、
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
の
想
像
の
世
界
が
ど
ん

ど
ん
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
主

に
思
春
期
の
少
女
の
世
界
を
描
い
て
き
た
作

者
の
、
初
め
て
の
幼
年
童
話
。
教
室
で
み
ん

な
で
読
む
の
に
ぴ
っ
た
り
の
感
じ
で
す
。

（
低
学
年
向
き
、
１
２
０
０
円
＋
税
）

『
セ
イ
ル
と
い
っ
し
ょ

星
空
ぎ
ゅ
い
ー

ん
』
（
長
崎
夏
海
・
作
、
小
倉
ま
さ
み
・

絵
、
新
日
本
出
版
社
）

こ
ち
ら
も

１
年
生
の
お

話
で
す
が
、

正
確
に
い
え

ば
入
学
式
一

週
間
前
の
ち

ょ
っ
と
し
た
〈
冒
険
〉
の
物
語
。
昼
ま
で
パ

ジ
ャ
マ
で
だ
ら
だ
ら
し
て
い
て
、
姉
さ
ん
に

「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
学
校
に
入
れ
て
も
ら
え
な

い
よ
」
と
言
わ
れ
た
あ
さ
ひ
。
着
替
え
て
、

ラ
ン
ド
セ
ル
を
初
め
て
袋
か
ら
出
し
て
背
負

っ
て
み
ま
す
。
そ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
あ
さ
ひ

が
密
か
に
つ
け
た
名
前
が
「
セ
イ
ル
」
。
セ

イ
ル
と
一
緒
に
外
に
出
て
み
る
と
、
桜
の
花

び
ら
が
降
っ
て
き
ま
す
。
入
学
を
控
え
た
ド

キ
ド
キ
感
を
も
う
一
度
思
い
出
せ
そ
う
で

す
。
（
低
学
年
向
き
、
１
３
０
０
円
＋
税
）

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ

た
日
』
（
長
野
ヒ
デ
子
・
作
、
童
心
社
）

近
頃
は
電

車
の
中
で
も

公
園
で
も
、

お
母
さ
ん
以

上
に
お
母
さ

ん

ら

し

い

（
？
）
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿
を
よ
く
見
か
け

ま
す
が
、
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
姿

を
描
い
た
絵
本
。
元
気
な
父
方
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
お
し
ゃ
れ
な
母
方
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

始
め
、
い
ろ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
登
場
し

ま
す
。
既
刊
の
『
お
か
あ
さ
ん
が
お
か
あ
さ

ん
に
な
っ
た
日
』
『
お
と
う
さ
ん
が
お
と
う

さ
ん
に
な
っ
た
日
』
に
も
増
し
て
、
遊
び
心

い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
絵
本
で
す
。
（
低
学
年

以
上
向
き
、
１
３
０
０
円
＋
税
）

『
や
ぎ
の
し
ず
か
の
し
ん
み
り
し
た
い
ち
に

学
期
末
も
間
近
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
国

に
は
、
岩
手
県
花
巻
市
の
宮
沢
賢
治
記
念

館
、
愛
知
県
半
田
市
の
新
美
南
吉
記
念
館
を

始
め
と
す
る
記
念
文
学
館
、
ま
た
長
野
県
の

黒
姫
童
話
館
、
富
山
県
射
水
市
の
大
島
絵
本

館
な
ど
、
特
色
あ
る
文
学
館
、
絵
本
館
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
は
こ
う
し
た
所

を
訪
ね
て
み
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
加
え

て
近
年
は
、
児
童
文
学
の
専
門
館
で
は
な
い

所
で
も
、
夏
休
み
の
時
期
に
子
ど
も
の
本
に

関
わ
る
特
別
展
を
開
催
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
今
年
の
予
定
で
い
う
と
、
横
浜

の
港
の
見
え
る
丘
公
園
に
あ
る
神
奈
川
近
代

文
学
館
で
は
『
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
』

の
佐
野
洋
子
展
、
鎌
倉
文
学
館
で
は
『
ル
ド

ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
』
な
ど
で
知
ら

れ
る
斉
藤
洋
展
、
そ
し
て
東
京
・
世
田
谷
文

学
館
で
は
『
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
』
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
で
親
し
ま
れ
て
い
る

絵
本
作
家
の
宮
西
達
也
展
な
ど
目
白
押
し
で

す
。
常
設
の
国
際
子
ど
も
図
書
館
（
上
野
公

園
内
）
も
含
め
て
、
首
都
圏
の
方
は
も
と
よ

り
、
研
修
や
旅
行
で
東
京
に
出
か
け
ら
れ
た

際
に
、
こ
う
し
た
文
学
館
を
の
ぞ
か
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇

さ
て
、
い
つ
も
は
絵
本
の
紹
介
か
ら
始
め

る
の
で
す
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
絵
本
は
対

象
年
齢
の
幅
が
大
き
い
の
で
、
読
み
物
と
一

緒
に
グ
レ
ー
ド
別
に
分
け
ま
す
。
ま
ず
は
低

学
年
向
け
の
読
み
物
と
絵
本
で
す
。

１
年
生
も
、
１
学
期
を
経
て
、
自
分
の
入

学
体
験
を
様
々
に
振
り
返
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
ん
な

１
年
生
た
ち
に
ぴ
っ
た
り
の
２
冊
で
す
。

『
チ
ョ
コ
ち
ゃ
ん
』
（
椰
月
美
智
子
・
作
、

ま
た
よ
し
・
絵
、
そ
う
え
ん
社
）

チ
ョ
コ
ち

ゃ
ん
は
本
当

は

「

ち

よ

こ
」
で
、
ひ

い
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
か

ら
も
ら
っ
た
名
前
で
す
。
ク
ラ
ス
で
一
番
背

が
低
い
の
で
、
朝
礼
の
時
も
一
番
前
。
そ
ん

な
時
、
大
き
く
な
っ
た
自
分
、
巨
人
に
な
っ

た
自
分
を
想
像
し
ま
す
。
学
校
は
は
る
か
目

▼
７
面
に
続
く
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